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16.  Abstract 

本研究では，英語圏である米国，英国，豪州の三カ国に渡ってコネクティッ

ド・カーの技術に関する世論調査が実施された．18 歳以上の 1,596 人から有効回答が
得られた． 

主な結果は以下の通りであった： 
 回答者の大多数は，事前にコネクティッド・カーの技術について聞いたことが
なかったが，大部分がその技術に対しては肯定的な意見であった． 

 大多数は，調査で示された期待される利点が実際に起きそうだと感じていた． 
 一般的に，回答者は本調査で示された安全性と性能に関する論点に高い関心を
示していた． 

 調査対象者の大半は，安全性がコネクティッド・カーにおける最も重要な側面
であると述べていた． 

 個人の通信デバイスがインターネット接続できるように，コネクティッド・カ
ーに対しても一体化することが重要であると多くの人が述べていた． 

 回答者の大部分は自分の車にこの技術が欲しいと示した． 
 コネクティッド・カー技術に対する購入意欲は，三カ国に渡って類似してい
た． 
調査対象となった三か国における一般の人は，コネクティッド・カーに対して

肯定的に感じており，利点への楽観的な期待を持ち（まだいくつかの懸念点はある

が），コネクティッド・カー技術が利用できるようになった時には，それが欲しいと

一般的に望んでいることがこれらの結果から推測される． 
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